「創造的過疎化」という地域再生 : 徳島県神山町おけるNPOグリーンバレーによる地域再生の試み by 広瀬 裕子































 神山町は、徳島県のほぼ中央の山間に位置する。人口は 6,218 人(男 2,941 女 3,277)、2,609
世帯（2013 年 5 月 現在）で、限界集落の様相を呈する過疎の町である。1955(昭和 30)年の約
－ 90 － 
20000 人の人口から一貫して人口減少が続いている。人口構成は年少人口(0 から 14 才)割合が
6.8%、生産人口割合が 46.8%、高齢人口割合が 46.4%(2010 年 1 月)となっている。若年人口の減
少は顕著で、町内にそれぞれ 2 校ある小学校と中学校の各学年の児童生徒数の合計をみると、
2012 年 5 月時点で、中学校 3 年生は 50 人であるが、小学校 1 年生は 11 名にまで減っている(表
参照)。学校の統廃合が既に深刻な課題となっている。 
 
表 学年別児童生徒数合計 平成 24 年 5月現在 
中学校 2校合計 小学校 2校合計 
3 年生 2 年生 1 年生 6 年生 5 年生 4 年生 3 年生 2 年生 1 年生 
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1 NPO グリーンバレー 
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 豊かな自然の中にいくつもの IT ベンチャー企業がオフィスを置く様は、異彩である。2010

















て募集するのである。この方式で、郵便局を含めて 6 軒まで減っていた(2008 年時点)商店の再
生をも試みている。空き家が単なる不動産物件としてではなく、町が必要とする人を移住させ
るツールとして使われているということである。 
 移住支援と並行して、2010 年には「空家町家」プロジェクトが始まった。NPO グリーンバレー
が 200 万円、地域活性化センターが 200 万円を負担して、長屋の一画をあらかじめ工房兼住居
とし改修し、クリエイターに仕事場として貸しだすというものだ。この改修作業自体も、東京






















りさせた活動を挙げている。1991 年 8 月にペンシルベニアのウイルキンスバークに、小中高の
代表の子ども 10 人を含む 30 人の町民訪問団を組織して国際交流活動が行われた。この里帰り



















 グリーンバレーが使える予算は年に 300 万円から 400 万円である。この予算規模で長続きす
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かれる。神山町の現在の人口は先にも見たように約 6200 人である。人口動態試算は、2030 年
の神山町の人口を 3203 人(『総合計画』p.27)、更に、2044 年の人口を 1572 人(大南談)と推計し
ている。そこで、2044 年の人口を推計された 1572 ではなく、より上方に修正して 2000 人と想
定し、そうなるための過程を逆算して必要な数の移住を確保する、そうして健全な人口構成を
維持していこうというのが、コントロールの利いた過疎化、すなわち創造的過疎化だ。 
 健全な人口構成の目安とされるのは、学校のクラスが維持できる年少人口(0 から 14 才)の規
模である。ちなみに現在約 440 人いる年少人口(神山町 HP 人口と世帯数および『総合計画』p.7
から計算した 2012 年時点)は、2035 年には 187 人となると試算されているが、試算された 187
人ではなく上方修正して 300 人、すなわち 15 等分して 20 人になるように、つまり 1 学年 20
人を維持できる数を想定して、その数を維持するために必要な移住家族数を算出する。子育て
世代のモデル家族を、夫 36 才、妻 34 才、子ども 6 才と 4 才の 4 人家族とすると、毎年、5 世
帯子ども 20 人を神山に移住させることが必要となる。5 世帯の移住のために 5 軒の空き家を準
備し、ワークインレジデンス方式で入居をすすめるということだ。用意する空き家は移住交流
センターが扱う古民家を当てるが、もしも古民家が 5 県ら満たない場合のために、神山町役場




 地域再生事業を飛躍させたグリーンバレーの活動のポイントを、以下の 4 点で押さえておき
たい。 
 第 1 に、行政と NPO の独特な恊働体制によってグリーンバレーの独自の活動が可能となって
いること、第 2 に、子どもの生育環境を確保するという軸を総合的多角的に確保していること、
第 3 に、多彩な事業が「人」をコンテンツとするソフトを重視する方向で発想されている事、
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